
～ 令和８年　２月　１3日

（対象者数） 　　　　14　人 （回答者数） 　　　　10　人

～ 令和８年　２月　13日

（対象者数） 　　　　　7　人 （回答者数） 　　　　　　7人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

より児童達に寄り添った支援を提供できるよう努めていく。

2

将来を見据えた自立支援活動を更に増やしていく。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

保護者の方へ積極的に呼び掛けていく。

2

3

○事業所名 未来サポート　かがやき支援教室

○保護者評価実施期間
令和８年　2月　２日

○保護者評価有効回答数

令和８年　2月　２日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和８年　２月　1６日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者交流会の機会を設けられていないこと 保護者の予定調整が難しく、開催に至っていない。

学校と職員間の連携がしっかり取れており、情報共有が毎日

行われている。　経験５年以上のスタッフが多く、特別支援学

校の児童に必要な支援に見合う人員配置が行われている。

職員間でも日々積極的にコミュニケーションを取り合い、気

になる事があった場合は都度相談しパートさんも意見が言え

相談し合える環境を整えている。

事業所側で考えた活動だけでなく、ＡＩソフト、コミーを導

入している。それによって各児童の個々に必要な支援内容の

診断結果をもとに支援内容を提供する事が出来ている。

ソフトが様々な提案した５領域の支援内容の膨大な課題や支

援内容を実行出来るように日頃から準備をしている。その他,

機能訓練などを意識的に取り入れている。

事業所における自己評価総括表公表


